





土地調?事業研究通訊 = Comparative Study of Cadastral


























洲街道として所属している。1930 年代から 40 年代にかけては、南京市の上新河区（1945











さて 2008 年 9 月の南京市档案館での資料調査で、江心洲の開発にかんするより詳細な档
案資料を閲覧する機会を得たので、開発の具体的様相（荒地の耕地化過程、開発における






(1) 1947 年頃作製の 37 保の地籍公佈図3を見ると、各筆耕地（畑）の地割りは直線で切っ
た短冊形が多い。この特徴的な地割りは、いつ、どんな経緯で、だれによって行われ
たのか。 
(2) 1932 年作製と 47 年頃作製の地形図（図 2，図 3）を比較すると、約 15 年の間に、第















図 1 江心洲概念図 
 
 



















図 2 1932 年作製の地形図      図 3 1947 年頃作製の地形図 
 
１．永定洲開発史 
(1) 1927～1929 年上八股（困水八股）開発史 
次に紹介する档案 1 は、南京市財政局が永定洲の大株（「大股」）を保有している5ことに
起因して残された档案である。なお、〔 〕【 】はそれぞれ報告者による補足と注釈である。 
 




                                                  













ｂ民国 16（1927）年に、安徽省無為県の「遊匪」丁暁侯らが仲間 500 人を集め、永定洲
のなかの困水洲で、地主に断らずに勝手にヨシを伐採して開墾を始めた。丁は逮捕さ
れ裁判にかけられたが、その仲間は困水洲で開墾を続けた。そこでやむなく、【档案１







档案 1-⑤：文書作成日は 1941 年 11 月 3 日 
（前略）全永定洲の土地をくじ引きで分配した。上流の困水洲に 16 段があり、下流の
活水洲に 16 段があるので、全部で 32 個の字号となる。大株（「大股」）は 16 個である
ので、大株 1 個当たり、困水洲の字号 1 個と活水洲の字号 1 個とを「執業」すること
となった。（中略。呉松筠と唐光曜は、それぞれ半株を保有している）分割してからす
でに 12 年が経過した6【したがって、それは民国 30（1941）年の 12 年前、つまり民
国 18（1929）年頃となる】。 
 














                                                  
6 なお、38 保の１字号当たりの面積は約 400 畝。耕地化した場合、堤防用地や低窪な部分を除いた耕地部









(2) 1937～39 年下八股開発史 1 
 
档案 1-①-ｃ・ｄ（抄訳）：文書作成日は 1939 年 9 月 5 日 
ｃ1937 年には尤・談らが、今度は、活水八股で勝手に堤防を築き始めた。内政部からの
通知もあり、開墾は一時的に停止させられた。 
 ｄ2 年後の現在（1939 年）、尤らは、ふたたび活水八股でヨシを伐採して堤防を築き始め
ている。この開墾のために堤防を築く活動を禁止していただきたい。 




档案 1-③（抄訳）：文書作成日は 1940 年 10 月 
南京市政府の市有地である歳字号の土地は、1940 年にはすでに「放墾」＝佃農に委託
した開墾が始まっていた。 






が档案 1-①を作成・提出することになる。档案 1 に含まれる資料をもとに、1940 年前後に













   字号 業主 已墾・未墾   
        
 16 陽 馬士浩 未墾 





流 14 呂 馬姓 未墾 
  13 律 民産(所有者名不明) 未墾 
  12 歳 南京市財政局 已墾 
堤防なし
 
  小   河   
  11 成 袁姓 已墾 
  10 餘 丁姓 已墾 崇善堂 未墾 
  9 潤 馬文章 未墾 
  8 蔵 馬姓 已墾 
  7 冬 唐姓 已墾 
  6 収 崇善堂 未墾 
  5 秋 丁姓 已墾 劉姓 已墾 
  4 往 鄭姓 已墾 鄭馬氏 未墾 
  3 暑 田姓 未墾 
  2 来 馬姓 已墾 
  1 寒 秦姓 已墾 
永定圩とい う名称の堤防あり
 
 小河  
             
 官灘     








    永定洲 
       （上八股＝困水八股）   
  鳳麟洲  「天」～「張」の 16 字号あり。 
      南京市は、困水八股の昃字号の土地を所有し、 
















(3) 1946 年下八股 
档案 2-①（抄訳）：文書作成日は 1946 年 5 月 4 日 
永定洲の下八段＝活水洲において、1939・1940 年時点では、堤防で囲まれていたのは
第 11 号（成字号）までであり、第 12 号（歳字号）から第 16 号までは堤防がなかった
【档案 1-p.26 による】（図 5）。そのため水害をこうむることが多い。そこで、この 5
個の字号の農民が連合して、自発的に堤防（永定聯圩）を建設しようとしている（資
金を高利貸から借りてでも）。「附近五個字號」とは、第 12（歳字）号、第 13（律字）






うことである。別の 1945 年 12 月の档案では、第 11 字号までの既存の堤防について、堤防
を厚く高くし、加えてポンプステーションを建設する計画が提出されている。したがって、
日中戦争後の 1945 年の時点では、堤防建設の禁止はすでになくなっていたようである。 
 さて、38 保の活水洲における株の保有者＝地主は、株数が 16 大株ということからすれば、
当初は 16 人前後ということになる。しかも 1929 年頃の分割時には、1 大株を保有する者
は、活水洲で 1 字号分＝約 400 畝を所有することになる。その一端は図 4 から窺うことが
できる。しかし 1947 年頃に作製された 38 保地籍公佈図によると、38 保における地主ごと
の所有分布は図 6 のようになる。図 6 を図 4 と対照すると、報告者が「小所有者群」と名
づけた箇所において、所有者の変動と地主一人当たりの所有面積の細分化が進んでいるこ




二 第 37 保鳳麟洲の開発史 
鳳林洲は、江心洲のうち、第 35・37 保にまたがり、長江本流に沿ってできた細長い洲で
ある。档案 4 の〈整理辦法一〉に、かつては 17255 畝もあったが、長江の波に洗われて「坍
82
塌」（崩落）し、民国 18（1929）年には 3800 畝にまで減少している。現地での聞き取りで
も、鳳林洲は 1960 年代に長江の波で洗い流されてしまった（「被坍塌」）と聞いた（凌明海




図 5 第 38 保＝下八股の横埂付近（グーグルアースより） 
 
档案 3（抄訳）：文書作成日は 1940 年 5 月 17 日 
ａ鳳林洲の「産権」は全部で 5 株あり（档案 4-③参照）。そのうち、1 株は南京市、もう

































図 6 1947 年頃、第 38 保の「大土地所有の集中」（38 保地籍公佈図より） 
                                                  
9 その理由として、「坍塌」も起き、鳳林洲の総耕地面積を概数レベルにおいても把握できなくなったため、
分割する対象の母数が決まらなかったことが考えられる。 
















档案 4-①（抄訳）：文書作成日は 1941 年 7 月 14 日 
鳳林洲の「整理」へ向けた、南京市を含む地主全体の動き。 
〈経過情形〉 





4 元とする。新壟の佃戸は、訴訟を起こすために、新壟の耕地 1500 畝に対して、佃戸
から毎畝 5 元の捐を徴収して訴訟を行う準備あり。老壟より肥沃なので、毎年（春秋
の 2 季の合計で）毎畝 4.4 元とする。今年の春租を徴収した。株ごとに 200 元になる




一鳳林洲の場合、もともとの面積は 17255 畝（計 7 段に分かれ、各段 2465 畝）もあっ
た。また、これを「母沙」として、その南部に「子沙」ができる可能性もあった。し
かし結局、その「子沙」は夢に終わり、もともとの土地も、長江に洗い流されて、民




















档案 4-②（抄訳）：文書作成日は 1941 年 
佃戸の自己申告による鳳林洲の面積は 2650 餘畝と、長江の水に洗い流されて縮小した
ことを考慮しても、かなり小さい。 
档案 4-③（抄訳）：文書作成日は 1941 年 
  佃戸の自己申告は 2650 余畝であるが、一方で南京市の側は、洲全体で 5000 畝、南京


























また永定洲、特に 38 保の活水洲の場合、1940 年頃までは、地主による土地所有の「集
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档案 1-①：南京市档案館－南京特別市財政局。1002-4-1785「永定洲歳字号」 (pp. 2-5） 





























具呈人南京市永定洲業戶崇善堂法定代理人周一漁 (蓋印) 年五十九歲，南京人， 
住金沙井三二號，崇善堂內，學界。【⇒住所１】 
業戶 參加訴願  
田耀東 (蓋印) 年六十四歲，南京人，住金沙井三二號，職業政界。【⇒住所１】 
鄭馬氏 (蓋印) 年四十一歲，南京人，住竹竿巷二一號。【⇒住所２】 
鄭楊氏 (蓋印) 年五十五歲，南京人，住竹竿巷二一號。【⇒住所２】 
馬士浩 代● 年二十八歲，南京人，住七家灣五十號。【●は未解読の字】 
馬壽蓀 (蓋印) 年五十九歲，南京人，住牛首巷二四號。 
鄭筱藩 (蓋印) 年三十四歲，南京人，住竹竿巷二一號。【⇒住所２】 
中華民國二十八（1939）年九月五日 
 
档案 1-②：南京市档案館－南京特別市財政局。1002-4-1785「永定洲歳字号」 (p. 32） 
周一漁・馬士浩・鄭馬氏・鄭楊氏・馬寿蓀・鄭筱藩・田屏藩らから南京市財政局へ 
















档案 1-⑤：南京市档案館－南京特別市財政局。1002-4-1785「永定洲歳字号」 (p. 95） 
呉松筠・唐光曜から南京市財政局へ 
具呈人吳松筠、唐光曜 本京籍 住上新河區江勝鄉頭關鎮三保五甲 
永定洲洲尾係永定洲全體業權，於鬮分全部洲產時，留為共管餘地，約在百畝有奇。該
洲產權，共計十六大股，按千字文編定。上界困水十六段，下界活水十六段，共三十二




档案 2-①：南京市档案館－南京市第 12 区公所。1004-1-453 之十「關於修復圩堤之文書及
修復工程隊員名冊」 (pp. 313-314） 
（民國三十五年 1946 年）五月四日收文第 316 號 
事由：呈為呈報聯合建築埂堤，定名為永定聯圩，藉免水患，而保市產由。 
擬辦：併案(?)辦理． 五．六．（蓋章） 5 月 6 日 


























































































     附呈鳳林洲佃戶花名灘田畝數表一紙又鳳林洲春季租金二百元 
                  大勝等荒洲清理委員 
                  兼 整 理 鳳 林 洲   徐子煥 
 
91
档案 4-②：1002-4-1704 南京特別市財政局「整頓鳳林洲市地」（pp. 47-62）。民国 30 年（1941） 
「南京市政府財政局與人民共有之鳳林洲佃戸承租老・新壟灘田畝數及繳租情形表」の
まとめ。これは佃戸の自己申告によるもの。 
  鳳林洲老壟 753.60+253.86+19.30+48.50+3.40=1078.66 畝 
鳳林洲新壟 1578.86 畝 
鳳林洲合計 2657.52 畝 
 
档案 4-③：1002-4-1704 南京特別市財政局「整頓鳳林洲市地」（p. 23）。民国 30 年（1941） 
局員翁士鐸から財政局長蹇宛の「簽呈」 
 
（前略）查該洲洲地五千畝係官、民共有。市產為七份之一，並未分界。歷年租息，由
附近民人承賻，賻價僅一百二十元。 
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